
石束悦子（71）
共現（２）

与保呂

上野修身（66）
自現（４）

多門院

肝付隆治（63）
自現（２）

上安

杉島久敏（53）
公現（２）

引土新

田畑篤子（61）
無新（１）

与保呂

伊藤清美（64）
無現（２）
丸山中町

尾関善之（71）
自現（５）

南田辺

田村優樹（52）
無現（３）
行永東町

川口孝文（56）
無新（１）

小倉

鯛慶一（49）
自現（３）

余部下

髙橋秀策（67）
自現（８）

余部下

小西洋一（60）
共新（１）
高野由里

仲井玲子（52）
無新（１）

上安

山本治兵衛（44）
自現（４）

引土

野瀬貴則（37）
無新（１）

女布

市議会議員一般選挙
市民の代表
26 人が決定

11 月 18 日投票の市議会議員一般選挙で、新しい市議
会議員 26 人が決まりました。任期は 12 月５日㈬から４
年間。新議員は次の皆さんです（50 音順。氏名、年齢（12
月１日現在）、所属党派、当選回数、現住所の順に掲載。
敬称略）。

投票結果
▪当日の有権者数

　68,260人
▪投票者数

　38,741人
▪投票率

　56.76㌫

伊田悦子（63）
共現（５）

白浜台

鴨田秋津（37）
無新（１）

境谷

今西克己（68）
無現（２）

志高

上羽和幸（58）
公現（６）

溝尻町

小谷繁雄（62）
公現（２）

魚屋

小杉悦子（62）
共現（５）

大俣

西村正之（77）
無現（４）

高野台

谷川眞司（72）
無現（３）

南浜町

松田弘幸（59）
公現（３）

三浜

眞下隆史（47）
無現（２）

平

水嶋一明（68）
無現（３）

引土

人権の輪 心のバリアフリー

2020 東京オリンピック・パラリンピックが、あと１年
半後に近づいてきました。パラリンピック日本代表選手
で車イスのＡさんは、多くの海外遠征をした経験から、

「施設面では、海外と日本とあまり差を感じないけ
れど、障害のある人に対しての関わり方に違いを感
じます。海外では自然に接することができていて、困っ
ていることがないか声をかけてくれたり、必要とする
支援を気軽に行ってくれたりしますが、日本では、な
んだか距離を感じることがあります。心のバリアフ
リーが大切なのかもしれませんね」。

と、語っています。
私たちの身の回りでは、スロープや多機能トイレ、バス・

電車など公共の場でのバリアフリー化が進んでいます。一
方で、障害のある人などの社会的弱者に出会った時「助け
を求められていないのに声をかけるのは、おせっかいでは
ないだろうか」「断られたらどうしよう」と思ったり、相手
のプライドを尊重し過ぎて「尋ねるのは失礼になる」と考
えて遠慮したりしていませんか？そうして声をかけたり手

を差し伸べたのに断られたり役に立てなかったら自分が傷
ついたりしないだろうか、といった思いから自身の心を守
るための「バリア（防壁）」を張ってしまいがちです。そして、
その心のバリアが、外から見れば本当に困っている人への

「バリア（障壁）」になっているのかもしれません。
助けを必要としているかどうかは、声をかけてみないと

分らないものです。「何かお手伝いすることはありませんか」
の一言が「バリア」を取り除く第一歩となり、人と人との
距離を縮めることになるのです。

いろいろと考えるよりも、気負わずに声をかけてみませ
んか？相手が助けを必要とすれば支援し「大丈夫ですよ」
と言われたら、自然にその場を離れればいいだけです。そ
の一言がＡさんが大切と言った「心のバリアフリー」の実
現に向かう一歩ではないでしょうか。

《人権啓発推進室》

人権週間は、国連総会で「世界人権宣言」が採択された
ことを記念して 1948 年に定められた、世界人権宣言の
趣旨と重要性を広く国民に訴えかけ、人権尊重思想の普
及、高揚に取り組むための週間です。市では、人権週間に
あわせて人権のつどいを開催します。
▪人権のつどい 2018

【日時】12 月 16 日㈰
　13 時 20 分〜 15 時 30 分

【場所】総合文化会館
【内容】

❖オープニングコーラス
❖中学生人権作文の表彰・発表
❖書家の金澤翔子さんによる

書の実演と母の金澤泰子さ
んによる講演「共に生きる」

【その他】要約筆記・補聴器支援機器あり
【問い合わせ先】人権啓発推進室（☎ 66・1022）
▪特設人権相談

【日時】12 月 16 日㈰ 10 時〜 12 時
【場所】総合文化会館
【内容】人権擁護委員による面接相談（個室）
【問い合わせ先】法務局舞鶴支局（☎ 76・0858）

▲金澤翔子さん

12 月 4 日〜 10 日は人権週間
▪人権標語　入賞作品が決定

７〜９月に募集した人権標語に 6,055 点の応募があり、
次のとおり特選、入選、佳作が決まりました（敬称略）。

【特選】
❖みないふり　したらあなたも　いじめっこ

吉川純礼（倉梯第二小３年）
❖もうやめよ　見て見ぬふりと　知らんぷり

仲川雄河（明倫小６年）
❖かけてみる　言葉ひとつで　笑顔咲く

宇佐美陽菜（城北中１年）
❖なりたいな　他人（ひと）の痛みの　わかる人

吉岡隆（個人）
【入選】谷口琥太郎（池内小２年）、濵田莉央奈（吉原小３年）、
高橋澪央（三笠小４年）、金川風花（中舞鶴小５年）、古川愛（倉
梯第二小６年）、霜尾日向（城南中２年）、山本心晴（白糸中３
年）、野元一道（城北中３年）、大嶋千江見（福井小 PTA）、
竹内寿見（新舞鶴小 PTA）

【佳作】秋田莉永（倉梯小１年）、南亜衣莉（倉梯第二小１年）、
友成愛夏（明倫小１年）、時本杏奈（倉梯第二小４年）、西川
湊徠（明倫小５年）、五嶋和彩（青葉中１年）、桐村青（白糸
中３年）、村上隆明（関西電力㈱）、菅生雅人（関西電力㈱）、
小豆加奈（個人）

【問い合わせ先】　人権啓発推進室（☎ 66・1022）
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